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   居　住　地　校　交　流　の　流　れ

     福島県立いわき支援学校

○交流及び共同学習の積極的な推進
・特別支援学校の児童生徒の経験を広め、社会性や豊かな人間性を育てるとともに、障がいのあるなしに関わら

　ず共に学ぶことでお互いを理解し、多様性を尊重する心を育むことに努める。

○居住地校交流の実施
・特別支援学校の児童生徒が、生活の基盤である地域の学校で交流及び共同学習を行い、集団での学びを経験

　し、地域で自立し社会参加することができる素地づくりに努める。

○指導目標・指導計画の検討・実施
・実施に当たっては、学校間で指導目標や指導計画について共通理解を図るとともに、市町村教育委員会や相手

　校と十分に連絡を取り合い、障がいのある児童生徒一人一人の実態に応じた様々な配慮について事前に検討

　し、実施するように努める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和6年度学校教育指導の重点  特別支援学校教育版より）

交流校へ連絡と依頼文送付

振り返りと評価・反省振り返りと評価・反省

計画案をもとに事前打合わせ（児童の実態の確認・授業内容の確認）

交流の実施（児童引率） 交流の実施

交流の活動実施計画案作成

居住地校交流希望書提出

交流希望の集約・一覧作成

交流日決定・通知
（メールにて実施企画案の書式

と他校の実践例を送信）

交流の活動内容の検討
（実施計画案を支援学校へ送信）

いわき支援学校 いわき市内の小学校

　
 ＊今年度からメールにて実施計画案、実践例を送信させていただきます。
なお、メールアドレスは、依頼文と共に送付させていただきます。

（打合わせは小学校に支援学校教員が出向くか、電話、メールでのやり取り）

居住地校交流の評価・まとめを、居住地校交流通信にて交流校に配付

実施計画案の確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に日程希望書の様式を掲載しております。

　事前打合わせ、交流日の検討
（いわき支援学校ホームページから日

程希望書をダウンロードして必要事項

を記入しいわき支援へ送信）

いわき支援学校 居住地校交流


